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はじめに

介護保険制度は平成１２年度に制度が創設されましたが、令和

５年版高齢社会白書によると、制度創設時の介護サービス利用者

は１４９万人でしたが、令和４年４月には約４倍の５９３万人に

達しており、介護が必要な高齢者の生活の支えとして市民に定着

し、発展してきています。全国的に少子高齢化の傾向が続く中で、

国の高齢化率（総人口に占める６５歳以上の高齢者の割合）は２

９％を超えました。これに対し、和光市の高齢化率は１８％台と

いう他市町村と比較して低い割合で推移していますが、令和４年

に前期高齢者（６５歳から７４歳の高齢者）と後期高齢者（７５

歳以上高齢者）の数が逆転し、後期高齢者数の伸びに対応するための取り組みが不可欠と

なっています。

また、すべての団塊の世代が７５歳以上になる２０２５年、更に団塊ジュニア世代が６

５歳以上となる２０４０年を見据え、制度の持続可能性を確保し、高齢者ができる限り住

み慣れた地域で自立した生活を続けられることを目指していく必要があります。

和光市では、令和３年３月に策定した「和光市第五次和光市総合振興計画」において目

指すべき未来像として、「高齢になっても住み慣れた地域で暮らし続けられる」ということ

を目標像として掲げています。本計画では、総合振興計画と同様に「高齢になっても住み

慣れた地域で暮らし続けられる」を基本理念として、一体的な推進を図ることといたしま

した。その基本理念の実現のために、基本施策の４本柱として、①高齢者の生きがいと社

会参加への支援 ②きめ細かな介護予防の推進 ③高齢者の暮らしを支える仕組みの充実

④介護保険サービス提供体制の整備を定めました。また、各基本施策にそれぞれ重点施策

を設けて推進してまいります。

その中で、年齢を重ねても一人ひとりが尊厳を持ち、各々の環境や健康状態に応じた自

分らしい役割を持った生活が営めることを実感できるような高齢者福祉・介護福祉を目指

して、取り組んでまいります。

結びとなりましたが、本計画の策定にあたりまして、熱心にご審議いただきました策定

検討会議委員の皆様をはじめ、ご協力いただきました関係者の皆様、関係機関の方々、そ

して市民の皆様に心よりお礼を申し上げます。

令和６年３月

和光市長




































































































































